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＜連絡事項＞

・11/20(火)は中野Drが不在となります。指示受けや確認などがあれば、月曜のうちに確認を行なって下さい。

・患者様の自床周囲の乱雑さが目立っています。身辺整理の時間などはスタッフも介入していくようにしましょう。

・修理に出していたペンライト2本が来て、救急カートに入れています。

＜患者様連絡事項＞

・高橋　礼子様～昨日より左第5指の付け根に、腫脹・熱感が見られています。主治医報告し、本日レントゲン検査施行し、骨折所見はないとのこと。アスモロール使用し経過みていましたが、かぶれがあり、ナパゲルン軟膏へ変更となっています。また、本日食事摂取出来ず、エンシュアリキッドも吐き出してしまうことから、点滴1本処方となっています。引き続き患部の状態観察、食事・水分摂取状況、排泄状況など観察を密に行なっていきましょう。

・工藤　綾子様～異常体験に左右された発言聞かれているが、強い興奮や帰宅要求聞かれないことから、本日より終日隔離から時間隔離(16時～8時)へ変更となっています。男性患者様に対し不安訴え聞かれている為、本人の訴え傾聴しながら不安の軽減を図り、隔離解除に繋げることが出来るよう関っていきましょう。

・木村　格治様～11/14　13：00～16：30まで外出許可となっています。本人、胃部不快があり、食事摂取量が少ないと訴えあり、本日よりエンシュアリキッド1本/日が7日分処方となっています。外出時、ナポリタンなど食べているとのことで、主治医より指摘を受けているので、外出時は食べた物などの確認も行っていきましょう。

・出川　萬次郎様～排便困難さ続いていることから、本日より8日分下剤(アローゼン)1Pが処方となり、以後定期へと入ります。一日の排泄回数について確認が難しい為、こまめに本人に声掛けを行っていきましょう。それでも出ていない際は、シンラック液も処方となっているので、そちらで対応していきましょう。アルコール依存症治療プログラムについては、無理のない程度に実施するようにとのことです。

・佐々木　常夫様～悪寒・鼻汁の訴えあり、本日昼より3日分総合感冒薬(PL)が処方となっています。

・浅水　洋様～右足背の腫脹続いていることから、消炎鎮痛薬(アスモロール)が200ｇ処方となっています。

・和田　昌様～気分の落ち込み続いていることから、明日の定期薬より精神神経用剤(リントン→リスペリドン)が変更となっています。精神症状観察を行なっていきましょう。

・根岸　千一郎様～昨日のレントゲン検査にて胃部にガス充満しているとのことで、本日呂Dr指示にてガス抜きを行っています。再度レントゲン検査にて状態改善していますが、臥床していること多く、再び同状態になることが考えられます。日中、車椅子移乗など、離床の時間を設けていきましょう。明日朝、カテーテル抜去してみて排泄状況の確認をおこなっていくようにとのことです。臨時薬は前回と同様での処方で抗菌剤は飲みきり中止とのことです。

・平野　稔様～臨時薬前回と同内容で処方となっています。

・丹内　栄子様～精神神経用剤(バチールが増薬、セロクエル→炭酸リチウム)が増薬・変更となり、7日分処方となっています。易怒性ある為、他者トラブルに注意していきましょう。

・松林　政道様～臥床傾向であることから、エスタゾラムが止めとなり他、前回と同内容で7日分処方となっています。日中はプログラムや作業療法などへの参加促していき、生活へのメリハリをつけていきましょう。

・北野　はるゑ様～前回と同内容にて臨時薬が14日夕より7日分処方となっています。帰宅要求続いていることから、オートドアの出入りの際は注意していきましょう。

・石橋　芳文様～仙骨部の褥瘡改善見られず、引き続き同処置を行うようにとゲーベンクリームが処方となっています。抗菌剤は飲みきり止めとのことです。

・曽我　正子様～本日排便見られないことから、グリセリン浣腸(120)1本処方となり施行し、反応便多量に見られています。

＜隔離入室患者様・要注目患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～本日午前1時間と午後入浴にて開放観察実施しています。開放観察中の粗暴行為は見られていません。右足第1趾の状態も悪化見られていません。

・杉澤　恵子様～本日午前は穏やかですが、午後より易怒性見られています。左第2指(以前ぶつけた部分)の疼痛訴えあり、アスモロールにて対応しています。

・谷内　三千男様～帰宅要求あり、テンキーやノブいじり見られています。食事摂取時、義歯が合わず間に溜め込んだりしている為、誤嚥など注意していきましょう。

・田村　隆様～昨日1日で体重4kgの増加あり、主治医より飲水管理のため、コップは預かりとするようにとのこと。他者の物でも勝手に使用していることがある為、トラブルがないよう、所在確認行っていきましょう。

